
地域の関係者が
一体となり
事業を推進

産地生産基盤パワーアップ事業の取組事例（平成28年度：美里地域農業再生協議会） （宮城県）

ポイント

取組成果産地体制

地域における独自の取組

〈主な取組〉

農業法人，生産組織，
認定農業者等

販売額が
264.5％増加
（達成率134.0％）

815,034円
/10a

Ｈ27 H30Ｈ29

223,573円
/10a

目標値：665,000円/10a

実績（10a当たり販売額）

取組の概要

みどりの
農業協同組合

美里町

宮城県北部地方
振興事務所

【産地の課題及び取組方向】

当産地の青ねぎ生産について、これまでは限られた集出荷施設の作業スペース
と作業機械台数の制約が、生産規模の拡大と適期収穫の妨げとなり、安定した収
量及び品質の確保が困難となっていた。集出荷施設と作業機械及び貯蔵施設の整
備により、適期収穫と品質を保持したままの一時保存が可能となり、収穫量の増
加及び品質の向上が図られ、併せて販売額10％以上の増加を実現する。さらには、
産地の規模を活かした市場への安定供給により，有利販売を促進する。

【産地の体質強化に向けた方策】

作付面積拡大及び品質保持に対応した集出荷貯蔵施設の整備により，収穫量の
増加及び品質が向上することによって販売額10％以上の増加を実現。

･面積拡大に向けた機械作業体系の確立
･施肥診断の活用と防除徹底による収量・品質の向上
･生産量拡大による取引先への安定供給
･ＪＡが移植・調製選別作業を受託

取組の概要 ：露地野菜産地の形成の推進
計画作成主体：美里地域農業再生協議会
対象品目 ：青ねぎ（産地面積：10㏊）
主な取組主体：みどりの農業協同組合
成果目標 ：販売額の10％以上の増加
助成金の活用状況：整備事業（集出荷貯蔵施設）

637,513円
/10a

【事業実施による直接効果】

・作付面積拡大及び品質保持に対応した
集出荷貯蔵施設の整備により収穫量の増
加及び品質が向上することによって販売
額の増加が実現

宮城県
美里町・大崎市（鹿
島台・松山・田尻），
涌谷町地区


